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あとがき 

 
 『キリスト教学研究室紀要』第二号をお送りいたします。 

 京都大学キリスト教学専修（研究室）では、数年来、検討を進めてきた「紀要」が 2013

年度に創刊され、今回が第二号となる。内容の充実という点では、今後さらなる改善が図

られねばならないものの、今年度も、第二号を無事に刊行することができたことについて、

執筆者、そして編集担当者に心から感謝を申し上げたい。 

 本紀要は第二号が刊行されたばかりであり、その存在や目的について、まだ十分に認知

されているわけではないように思われる。そこで創刊号に続き、本号においても、「あとが

き」の場を借りて、紀要刊行の目的にふれておきたい。キリスト教学研究室では、授業に

おける教育活動とともに、教員と大学院生がそれぞれの研究活動を積み上げることによる

研究共同体としての活動を年度単位で行っている。本第二号に収録の「２０１３年度・第

二演習の記録」はその足跡であり、本年度も、ここから多くの学会の学術大会における研

究発表や論文発表が生み出されてきた。しかし、さまざまな事情から学会誌などにおいて

論文発表に至らなかったものも存在し、その中にも論文化に値するものが少なくない。こ

うした研究発表に論文としての発表の場を与えることが紀要を刊行する目的の一つである。 

現在、大学などの学問の現場では、良くも悪くも成果主義が幅をきかせており、論文の

捏造や盗作といった事例が後を絶たない。しかし、大学院生など若手研究者にとって、こ

の成果主義の現実を無視することは困難であり、論文発表の場を確保することは重要な課

題となる。本紀要が学生の研究発表の機会を与えることを目的とするのは、こうした若手

研究者を取り巻く状況に基づいている。またさらに、第二演習を中心とした年度ごとの研

究室の研究活動を記録することは、研究共同体としてのキリスト教学研究室の発展にとっ

ても重要な意味をもつことは言うまでもない。    

本紀要では当面査読体制を取ることを予定していないが──可能ならば査読体制をとる

ことが望ましいが、現時点では条件が整わない──、大学院生の研究論文、研究ノート、

書評に加え、教員（常勤と非常勤）による研究論文を掲載することによって、研究論集と

しての十分な水準が確保されることを期待している。ただし、投稿資格については、やや

広めの設定が行われる。たとえば、修士課程の大学院生でも一定の水準に達している場合

は、研究ノートの形での論文掲載や書評執筆までは可能にしたいと考えている。また、第

二演習に参加し発表を行った他大学の大学院生などにも、何らかの執筆の機会を与える方

向で、今後検討を進めたい。 

 本紀要は、研究室のホームページ、あるいは京都大学学術情報リポジトリにおける公開

を中心としており、基本的には電子ジャーナルとして企画された。一定部数の印刷製本も

行うが、それは必要最小限のものとなる。電子ジャーナルとすることによって、キリスト

教学研究室の研究活動が研究室外の方々に広く知っていただけるならば、幸いである。 

『キリスト教学研究室紀要』は、毎年度末の刊行を予定しているが、この紀要を通して、

キリスト教学研究室の研究・教育活動についてのみなさまのご理解といっそうのご支援を

お願いいたしたい。 

 
２０１４年３月 

                             キリスト教学専修・教授 

芦名定道  
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